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ｕ． Ｄｉｓ㏄ｒ曲 耐一異 種 移 植 に お け る 超 急 性 拒 絶 反 応

抑制 に関 する 検討

（腎 臓病 総合 医療セ ンタ ー外 科）早坂勇 太郎・

藤 圧１省 吾 ・ 阿 岸 鉄 三 ・ 太 田 莉 夫

Ｄｉｓｃｏｒｄａ航一異 種 移 植 後，五０分 前 後 に 生 ず る 超 急 性 拒

絶 反応 に対す る 免疫抑 制 として，① 抗 ドナ ー赤 血球／自

血 球抗 体の レシ ピエ ント投 与，②１㎝ｇ舶 ｍ ＤＳＴ によ

る 既 存 抗 体 の 抑 制 法 を 検 討 し 淀． モ ル モ ッ ト（ド ナ ー）・

ラ ッ ト（レ シ ピ エ ン ト）間 の ｄｉｓｃｏ紬ａｎｔ異 種 移 植 で は，

コ ン トロ ー ル 群 が１２，２±４．４分 で 移 植 心カ§拒 絶 さ れ た．

一 方， ① 抗 ド ナ ー 抗 体 投 与 群 で は， 投 与 量（１．５～３０㎜ｇ／

ｋｇ） に 相 関 （Ｒ竈Ｏ，９） し て 平 壇 心 拍 動 時 間 淋 延 長 し た
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次 に，

② １㎝ ｇ・ｔｅｒ㎜ ＤＳＴ （ｄ ㎝ ｏｒ

ｓｐｅｃ娩ｃ ｂ１ｏｏｄ ｔｒａ列ｓ鉤ｓ１㎝） は
，

ド ナ ー 全 血 を レ シ ピ

ヱ ン トに長 期術 前輸 血（５ 回／週× ４週聞）し実施 した
．

ま た，１㎝ ｇｔｅ ｍ ＤＳ？ 後 の 抗イ ディ オ タ イ プー２ 次 抗 体

は， 赤 血 球 凝 集 抗 体 陽 性 （十） 血 清 に，
ＤＳＴ 後 に 陰 性

化 （一） し 淀 同 一 ラ ッ ト 血 清 を 混 合 （１ ： １） し， 赤

血球凝 集 阻害マイ ク ロ試 験 で検討 した．

１２．
進 行 費 癌 に 対 す る５’一１）亙ＵＲ と ＯＫ－４３２併 用 投

与の 意義 につ いて

（第 二病 院外 科） 勝 部隆 男・ 今野 宗一 ・

若 杉 慎 司 ・ 渡 辺 俊 明 ・ 石 川 信 也 ・

矢州 裕 一・小 川健 治・ 梶原 哲郎

切 除 進 行 胃 癌４９例 を 対 象 に， フ ル ツ ロ ン 単 独 投 与 の

Ｆ 群， ＯＫ－４３２腫 瘍 内 投 与 の ＯＫ 群， 両 者 を 併 用 し た Ｆ・

０Ｋ 群 と 無 処 置 の Ｃ 群 の ４ 群 に 分 け， ピ ン パ ー ゼ 活 性

お よ び癌 組 織 内 の ピ ンパ ーゼ の 局 在 に つ い て 検 索 し

た． そ の 結 果， 胃 癌 組 織 内 ピ ン パ ー ゼ 活 性 は ＯＫ－４３２投

与 に よ り 上 昇 し た． 胃 癌 組 織 内 の ピ ン パ ー ゼ の 局 在 は

癌 細 胞 に あ る も の と， 間 質 に あ る も の と に 大 別 で き た

が，ＯＫ・４３２を 投 与 し た 症 例 で 間 質 に 局 在 す る 例 が 多 く

見 ら れ， ＯＫ－４３２の 影 響 が 考 え ら れ た．

１３． 生体 腎移植 に おける 抗 ドナー 抗体 の検 討

（腎臓 病総 合医療 セ ンター 外科）

阿 部 正 浩 ・ 河 合 達 郎 ・ 渕 之 上 昌 平 ・

寺 岡 慧 ・ 東 間 紘 ・ 阿 岸 鉄 三 ・

太 田椥 夫

（同 移植免疫研究室）

ニ ツ山和 也 ・早坂 勇太 郎

〔目 的〕① Ｆｌｏｗ ｃｙｔｏ㎜ｅｔｒｙ に よ る 抗 ド ナ ー 抗 体 の 検

出の 確立， ②移 植前 後の 抗 ドナー 抗体 の変化， ③ 抗体

の変化 と 移植腎 機能 との 関係．

〔対象お よ び方法〕患者 は１９８９年 より 当施 設で 施行さ

れ た１２例 で， ① 腎 機 能 良 好 群 ３ 例 （Ｃｒ≦１．５）， ② 腎 機

能 不 良 群 ３ 例 （Ｃｒ≧１．５）， ③ 透 析 再 導 入 群 ６ 例， 脆 ｗ

ｃｙｔｏ㎜ｅｔｒｙ ｃｒｏｓｓ ㎜ａｔｃｈ は １ｎｄｉｒｅｃｔ ㎜ｅｔｈｏｄ で五ｓｔ

ａｎｔｉｂｏｄｙ に 患 者 血 溝， ２ 紬 ａｎｔｉわｏｄｙ に ｇｏａｔ ａ 飢ｉ－

ｈｕｍａｎＩｇＧ
，

ＩｇＭ を 使 用 し
，

Ｔ
，

Ｂ ｃｅｌｌ は ＣＤ３
，

ＣＤ１９

ＰＥ を 使 用 し た
．

解 析 は ㎜ｅａｎ に て ｎｅｇａｔｉ∀ｅ ｃｏｎｔｒｏ１

よ り１０以 上 を 陽 性 と した．

〔結果〕 良 好群 では 移植 前後 で抗体 は陰 性で あるカミ，

１～ ２週 後に 軽度 上昇 が認 めら れた． 不良 群 では移 植

後 Ｂｃｅｎ に 対 す る ＩｇＧ 抗 体カミ全 例 陽 性 で あ り， Ｔｃｅ１ｌ

に 対 す る ＩｇＧ 抗 体 が １ 例 に 陽 性 で あ っ た． 再 導 入 群 で

は 移 植 後 Ｂ ｃｅｌ１ に 対 す る ＩｇＧ 抗 体 が ４ 例 に 陽 性 で

あ っ た
．

〔結 語〕 Ｂ ｃｅｎ に 対 す る ＩｇＧ 抗 体カ書移 植 腎 機 能 に 関

与 し て い る と 考 え ら れ る
．

叱 劇症 肝炎 発症 にお ける 臨Ｓ抗原 の関 与

（消化 器内 科，
津第二 病理 学） 梁 京 賢・

鴨 川 由 美 子 ・ 池 田 郁 雄幸・ 宮 園 裕 子 ・

清 水 健 ・ 木 村 知 ・ 西 川 瑞 穂 ・

春 田 郁 子 ・ 山 内 克 巳 ・ 林 直 諒

劇症 肝炎 患者 肝 （Ｂ 型 １例，
ＮＢＮＣ ３ 例） およ び正

常 肝 を 抗 Ｆａｓ モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 を 用 い， 免 疫 組 織 染

色を 行った とこ ろ， 劇症 肝炎 肝で は残 存肝細 胞膜 に一

致 し て 強 い 肋Ｓ 抗 原 の 発 現 カミ認 め ら れ だカま， 正 常 肝 で

は， Ｆａｓ 抗 原 の 表 出カ§ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た． ま

た， ＴＵＮＥＬ 法 を 用 い て ア ポ ト ー シ ス を 起 こ し た 細 胞

を検 出 したと ころ劇 症 肝炎肝 にて 多数 の肝細 胞 に陽性

所 見 が 認 め ら れ た． さ ら に 肝 お よ び 末 梢 血 リ ン パ 球 で

ＲＴ・ＰＣＲ 法 で Ｆａｓｌｉｇａｎｄ の 発 現 を 検 討 し た と こ ろ 劇

症肝 炎例 でそ の発 現は増 加 して いた
．
以 上 の結果 より，

Ｆａｓ 抗 原 を 介 した ア ポ トー シ ス カ虻 ト の 劇 症 肝 炎 に お

け る 肝細 胞 死 に 何 らか の 関 与 が ある こ と 鑓 示 唆さ れ

た
．

１５
．

ＳＬＥ 患 者 末 梢 リ ン パ 球 に お け る ア ポ ト ー シ ス

に つ い て

（膠 原病 リウ マチ 痛風 センタ ー）

大迫聡 美 ・針谷 正祥

原まさ 子 ・柏 崎禎夫

我々 は ヒ ト ＳＬＥ リ ン パ 球１こ お け る Ｆａｓ， ｂｃｌ－２の 発

現 充 進 を 報 告 し て き た カミ， さ ら に ｂｃｌ－２と 異 性 二 量 体 を

形 成 す る こ と で ア 栄 ト ー シ ス を 促 進 す る Ｂａｘ の 発 現

を 解 析 し， ｂｃ１・２発 現 と の 相 互 関 係 を 検 討 した． ａｃｔｉｖｅ

ＳＬＥ の ｆｒｅｓｈＰＢＬ で は ＣＤ３， ＣＤ１９陽 性 細 胞 の Ｆａｓ の
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